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第21回 吉野川市社会福祉大会の報告

　
令
和
7
年
11
月
26
日
（
水
）
日
本
フ
ネ
ン
市
民
プ
ラ
ザ
で
吉
野
川
市

社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
活
動
の
発

展
に
功
績
の
あ
っ
た
19
名
に
大
会
長
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■ 
大
会
長
表
彰

【
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委
員
・
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員
功
労
】

林
　
　
正
二
（
山
川
）

森
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孝
義
（
鴨
島
）

【
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会
福
祉
事
業
功
労
】

笠
井
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鎌
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鴨
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利
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（
山
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川
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（
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子
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鴨
島
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富
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（
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彦
（
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川
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博
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（
鴨
島
）
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田
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テ
ィ
ア
功
労
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石
﨑
千
惠
子
（
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白
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美
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三
宅
美
代
子
（
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川
）

村
田
　
玲
子
（
山
川
）

山
川
　
明
美
（
阿
波
市
）

※
敬
称
略
　
順
不
同

　11月29日（土），日本フネン市民プラザ
にて「市民プラザふれ愛フェスティバル」が
開催されました。社協は「ボウリング・ぬり
え・紙ひこうき」のブースを出展しました。
社協ブースには，大勢の親子が訪れ，賑わ
いました。親子でハイタッチをしたり，ガッ
ツポーズを決めたりと，たくさんの笑顔を
見ることができました。子どもたちには，さ
さやかな参加賞をプレゼントしました。

ご参加いただいた受賞者の皆さまと記念写真 代表で表彰状を受け取る 林 正二さん
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第69回 徳島県社会福祉大会の報告市民プラザ市民プラザ
ふれ愛フェスティバルふれ愛フェスティバル
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　鴨島地区では，11月30日（日）に第
12回鴨島ウォーキング大会を開催しまし
た。天候にも恵まれ，うっすら汗をかきな
がら，58 名の参加者が鴨島公民館から

川島城までの往復約8kmの道のりを完歩しました。
　半数以上が初参加の方でしたが，「皆さんと一緒に歩くと楽し
い」等好評で，「親と一緒に歩く良い機会になった」との感想も
いただき，来年の開催に向けての励みになりました。

　山川地区では，毎月15日に山川町内
の小学校・中学校の校門前で『あいさつ
運動』を行っています。
　子どもたちも笑顔であいさつを返してく

れ，わたしたちも朝から元気をもらっています。
　地域とのつながりを大切にする活動として，今後も継続してい
けるように頑張りたいと思っています。

　11月・１２月にかけて鴨島町内の８地区で，第２回生き
がい教室を開催しました。生涯学習インストラクターの中山
恵美子先生による音楽療法では，歌手・島倉千代子さんの
曲を歌い，思い出話を交えながら懐かしい時間を過ごしま
した。歌を通して脳の活性化を図り，楽しく有意義なひと
ときとなりました。また，11月 11日には全地区で，スポー
ツ教室を開催しました。おえっこスポーツクラブ所属の海部
忍先生をお招きし，７グループに分かれ，全身じゃんけんや
紙コップリレー・紙ひこうき飛ばしなどで頭と身体を動かし，
笑顔あふれる時間となりました。今後も心身を整える活動
を通して，フレイル予防につなげていきたいと思います。

　11月 12日（水），三好市州津にある『地域交流拠点　
箸蔵とことん』に視察研修にいきました。
　この施設は，地域住民の必要としている買い物支援・子
育て支援・障がいを持つ方を雇用するなどの自立支援・子
どもから高齢者までが交流できる場など，それぞれの課題
を解決するためにつくられています。これから迎える超高
齢化社会に向かって取り組んでいる地域を見学させていた
だきました。
　今回利用者17名は，日頃外出する機会が少ない方もお
られましたが，親睦を深め，みんなで楽しい時間を過ごす
ことができました。

　川島地区では，11 月 27 日（木）
に川島公民館前の駐車場で，『花いっ
ぱい運動』を行いました。早朝 8時前
から実行委員会役員 13 名が参加し，

それぞれの役割を分担して，残土に肥料，赤玉土，枯れ葉など
を混ぜ，ビオラ210株をプランター70鉢に植え，川島公民館
などの公共施設に置かせてもらいました。公共施設に来られた
方が，ビオラの花を見て心癒していただけたら幸いです。

　11月 14日（金），吉野川市地域福
祉活動計画美郷地区実行委員会主催
のもと，赤十字議習会を行い，講師の
方に，災害がおこったときの状況や対

応を詳しく説明していただきました。実際その場で役立つスリッ
パやガウンの作り方を学び，参加者もホットタオル作りに挑戦し
ました。今回さまざまな知識や技術が身につき，たいへん有意
義な講習会になりました。

吉野川市地域福祉活動計画推進事業

鴨島地区

山川地区

川島地区

美郷地区

障がい者レクリエーション教室

鴨島地区 美郷地区

　９月２１日（日），吉野川市在住の障がいを持つ方を対象に，「外出レクリエ
ーション教室」を開催し，44名の方が参加しました。今年は，「グリコピア神
戸」へ行き，懐かしいグリコ商品の歴代のおもちゃの展示を見て感動し，有
意義な一日を過ごしました。

生きがいと健康づくり
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令和７年度　歳末たすけあい運動報告

皆さまから寄せられた善意は，次のように配布させていただきました。

配分金　2,359,623 円

■当事者団体・福祉団体が行う歳末たすけあい活動 ・・・・ １６団体へ配布

公募事業
鴨島地区民生委員児童委員協議会，美郷地区民生委員児童委員協議会，吉野川市身体障
害者連合会，山川町ボランティア協議会，美郷ボランティア連絡協議会，さわやかボランティ
アグループ，吉野川市地域福祉活動計画鴨島地区実行委員会，特定非営利活動法人アトリ
エひまわり，特定非営利活動法人巣立，障害福祉サービス事業所ヴィヴァーチェ野菊，就労
継続支援Ｂ型ゆいたび，就労支援継続Ｂ型麦，吉野川市婦人団体連合会敷地婦人会，いん
べの里地域活性化委員会，牛島東辻自治会，麻植市ほっとサロン

■地区社会福祉協議会が行う歳末たすけあい活動 ・・・・・・・ １３団体へ配布

牛島，飯尾敷地，鴨島，西麻植，知恵島，川島，学島，山崎，瀬詰，川田東，川田中，川田西，美郷

■７５歳以上の在宅ひとり暮らしの方へのカレンダーの贈呈 ・・ １，２21 名

民生委員児童委員を通じてお届けしました。

■福祉ニーズを持つ世帯へプレゼントや義援金の贈呈 ・・・・・・・・・１21 世帯

⚫吉野川市内のひとり親世帯（児童扶養手当全部支給世帯）
⚫吉野川市内の要保護児童・生徒がいる世帯
⚫児童施設入所者

心あたたまる募金をお寄せいただき
ありがとうございました。

　
　　
　　
　　　　 第45期生

入学生募集案内
【募集期間】

令和８年

３月６日 金▶️４月10日 金

◼ 問い合わせ先
吉野川市社会福祉協議会　本所
TEL　0883-22-2741

◼願書受付先
吉野川市社会福祉協議会　本所 • 各支所
※ 入学願書は，３月２日 ㈪ より本所・各支所に備

えています。

徳島県シルバー大学校 県央校
（来年度より名称が上記に変更されます）

１．応募資格
県内に在住する 55 歳以上の方で学習意欲があり，卒業
後は地域社会活動の指導にあたる意欲がある方
※卒業生も再入学が可能です（既卒業コース以外のコースに限る）。

２．募集定員　60 名
園芸 ：20 名　I C T ：25 名　英会話（初級）：15 名

３．学習内容
園芸 ：菊の作り方，庭木の作り方，盆栽，ガーデニング等
I C T：パソコンの習得（ワード，エクセル , インターネット等）
英会話（初級）：英語の発音・基礎，初歩の日常会話等

４．修学期間
６月から翌年３月まで，概ね年間 30 日
※ １日の受講時間は，午前 10 時から午後３時まで１日４時間です
　（昼食時間を除く）。

５．入学金・授業料
（１）入学金：無料（２）授業料：年間 5,000 円

※実習等に要する材料費，学生会費等は別途必要です。

６．主な学習場所
吉野川市文化研修センター

いんべの里地域活性化委員会
【寄り合いクリスマスコンサート】

さわやかボランティアグループ
【高齢者施設ふれあい訪問】
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令和７年度吉野川市社会福祉協議会会費報告

令和７年度東部ブロック市町村社会福祉協議会
災害ボランティアセンター合同模擬訓練

「災害時等における協力体制に関する協定」を締結

自治会の皆さまをはじめ，多くの方々のご理解とご協力により多くの社協会費が集まりました。
社協事業の財源として活用させていただきます。ありがとうございました。

令和8年１月現在　4,662,000 円

　令和7年12月13日（土），日本フネン市民プラザ サブアリーナにて，「東部ブロック市町村社会福
祉協議会災害ボランティアセンター合同模擬訓練」を実施しました。今回の訓練には，徳島県内の15
市町村社協で構成される「東部ブロック」の職員をはじめ，民生委員・児童委員の皆さま，居宅介護
支援事業所や相談支援事業所の職員，行政，関係団体など，多くの方にご参加いただきました。
　災害発生時を想定した災害ボランティアセンターの立ち上げ・運営訓練を行い，受付，ニーズの聞
き取り，現地調査，マッチング，資機材管理，総務対応など，それぞれの班に分かれ，ボランティア役も
交えた実践的なロールプレイを体験しました。
　また，キントーン（業務管理システム）を取り入れたITを活用した運営を確認するとともに，人工衛
星によるインターネット通信が可能なスターリンクの体験を通して，災害時における通信確保の手段
について理解を深めました。
　講師には，特定非営利活動法人さくらネット代表理事の石井布紀子氏をお迎えし，現場目線でのア
ドバイスや，参加者同士の気づきを深める講評をいただきました。
　災害は，いつ・どこで起こるかわかりません。今回の訓練で得た気づきや課題を今後に活かし，関
係機関や地域の皆さまと連携しながら，地域主体で運営していける災害ボランティアセンターづくり
を進めてまいります。

　12 月 24 日（水），吉野川市社会福祉協議会は，災害時の支援体制強化を目的として一般社団
法人吉野川青年会議所と「災害時等における協力体制に関する協定」を締結しました。
　本協定により，吉野川市内において災害等が発生し，災害ボランティアセンターが立ち上がった場
合に，吉野川青年会議所からの人的・物的支援等を受けることや情報共有を行い，センター運営を
円滑に行うことで迅速な被災者支援
を進めることが可能となります。
　今後も地域の若い世代と連携し，
平常時から顔の見える関係づくりを
大切にしながら，地域で支え合える
体制づくりを進めてまいります。

マッチング班　オリエンテーション 総務班　相談対応 現地調査班
キントーンを使った情報入力

受付の様子
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　サマーチャレンジボランティアワークは，ボランティア活動に興味のある中高生が，夏
休みの４日間を利用して参加する取り組みです。昨年に引き続き，今年も鴨島児童館で「ミ
ニ夏祭り」を企画・運営しました。今回は 21 名の中高生が参加し，大学生ボランティ
アもサポーターとして一緒に活動してくれました。
　ミニ夏祭り当日は，総人数 170 名を超えるにぎやかな一日となり，児童館の方々や
参加者，学生ボランティアが力を合わせ，無事に終えることができました。最終日には，
徳島文理大学の柳澤幸夫教授を講師に迎え，災害時に車いす使用者を安全に避難支援
する方法を学ぶ『車いす避難サポーター養成講座』を実施しました。
　サマーチャレンジ体験を終えた生徒からは，「来てくれた子どもたちに喜んでもらえてう
れしかった」「災害時に車いすの方を助けられるように学べてよかった」「友だちができた」
といった感想が寄せられました。自分たちで企画・運営を行ったことで，達成感や充実
感を得ることができ，交流の輪が広がった 4 日間となりました。

　地域ごとに協議体（地域住
民による話し合い）を設置し，

「気軽に助けてと言い合える
地域」をめざして居場所づくり
やお互いさまの助け合い活動
をすすめています。 協議体の様子（山川地区）協議体の様子（山川地区）

生活支援体制整備事業での取り組み

認知症地域支援ケア向上推進事業

サマーチャレンジボランティアワーク

お問い合わせ
吉野川市地域包括支援センター　
TEL：0883-22-2744

　住民ボランティアによるゴミ出し
支援（可燃 · 資源）を実施してい
ます。お気軽にご相談ください。
※１回１００円

　６５歳以上の４人に１人は認知症やその予備軍と言
われており，誰もがなりうる身近な病気です。地域
包括支援センタ－では，認知症になっても安心して過
ごせる地域づくりに取り組んでいます。
　また，10 月には認知症事業広報啓発活動として，
ボランティアの皆さんと一緒に鴨島町内のスーパーに
てチラシ配りを実施し，買い物客の皆さんを対象に，
認知症への理解を図るための各種講座や認知症に関
する相談先についての周知活動を行いました。

　次のとおり集いの場を開催
しています。

集いの場（名称） 開催日時 · 場所

鴨一健康ひろば 毎月第 3 水曜日 午後１時３０分～
鴨島老人福祉センター

さくらちゃん 不定期開催（自治会回覧等で案内）
牛島公民館もしくは上浦公民館

森の音サロン 毎月第 3 月曜日　午前１０時～
森山公民館

ほんのりひろば（川島） 毎月第１月曜日　午後１時３０分～
東児島公民分館（とんがりぼうし）

鴨島・川島地区

川島地区

　「地域の伝統を継承しよう」と老人
憩の家の清掃活動やそばづくり活動
に取り組んでいます。

とうみ（唐箕）とうみ（唐箕）

美郷地区
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川
かわむら

村 豊
とよおみ

臣 さん（77）
地域に支えられて

気になる
　　あの人
気になる

　　あの人
ちょっと

　川
村
先
生
の
語
り
に
は
、
地
域
へ
の
愛

着
と
情
熱
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
周

囲
に
感
謝
し
つ
つ
前
向
き
に
生
き
る
姿
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。編集

委
員
　山
口
久
美
子

こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　教
員
と
し
て
38
年
間
勤
め
ま
し
た
。
神
奈
川
県
の
小
学
校

を
皮
切
り
に
、
徳
島
に
戻
っ
て
小
・
中
学
校
で
教
鞭
を
執
り
、

最
後
は
鴨
島
第
一
中
学
校
の
校
長
と
し
て
退
職
し
ま
し
た
。

現
役
中
は
陸
上
競
技
の
指
導
に
携
わ
り
、
退
職
後
も
地
域
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
続
け
、
現
在
は
吉
野
川
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
会
長
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

教
員
と
し
て
、
最
も
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
。

　生
徒
が
「
自
分
に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
私
自
身
が
頑
張
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
し

た
。
生
徒
の
良
さ
を
引
き
出
し
、
伸
ば
す
た
め
に
は
、
生
徒

に
寄
り
添
い
、
共
に
歩
む
存
在
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
き
ま

し
た
。
退
職
後
も
「
先
生
」
と
呼
ん
で
も
ら
え
た
ら
、
こ
れ

ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
ど
の
よ
う
な
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
か
。

　技
術
・
体
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
継
続
す
る
力
や
健
康

管
理
、
自
身
の
み
な
ら
ず
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
育

ん
で
く
れ
ま
す
。
陸
上
競
技
を
通
し
て
出
会
っ
た
人
々
と
の

つ
な
が
り
は
、
記
録
や
数
字
以
上
の
大
切
な
財
産
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
は
じ
め
行
政
関
係
等
多
く
の

役
職
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　学
校
は
地
域
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
ち
ま
す
。
退

職
し
て
地
域
へ
の
恩
返
し
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
地
域
活
動
に
関
わ
り
続
け
ら

れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
役
割
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

　気
軽
に
集
え
る
場
所
が
あ
り
、
人
と
出
会
い
、
会
話
を
重

ね
、
支
え
合
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
た
つ
な
が
り
が
生
き
が
い
と
な
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
大
切
と
思
う
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
。

　身
体
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
健
康
は
保
て
ま
せ
ん
。
走
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
も
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
中
運
動
な
ど
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
齢
に

な
っ
て
も
運
動
を
続
け
頑
張
っ
て
い
る
方
の
姿
は
、
私
の
目
標

で
あ
り
、
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◼プロフィール◼
川島町在住。昭和 23 年生まれ。
鴨島第一中学校校長退職後，地域社会の
一員として令和 3 年から 2 年間吉野川市
社会福祉協議会会長を務められた。 現在
も阿波吉野川地区保護司・吉野川市スポー
ツ協会会長として活躍中。

〜 現在の主な所属 〜
・徳島県退職校長会監事
・吉野川市スポーツ協会会長
・吉野川市社会教育委員長
・吉野川市選挙管理委員会委員長ほか
〜 主な受賞 〜
平成 30 年
　吉野川市社会福祉大会会長表彰
　社会福祉事業功労
令和４年　　
　徳島県社会福祉大会名誉大会長表彰
　社会福祉事業功労
令和５年
　四国地方更生保護委員会委員長表彰
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【福祉総務課】TEL.0883-22-2740 
【地域福祉課】TEL.0883-22-2741
FAX.0883-22-2743（代表）

【吉野川市地域包括支援センター】（吉野川市社会福祉協議会内）
TEL.0883-22-2744・2745　FAX.0883-22-2746

■ 川島支所
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TEL.0883-25-2012　FAX.0883-25-2013

■ 山川支所
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■ 美郷支所
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車検の速太郎　吉野川店

有限会社　ロータス中央
徳島県吉野川市山川町川田 640-4
TEL 0883-42-2274
速太郎予約専用 TEL 0883-42-5123

アイル保険サービス 株式会社

安 心・納 得 !!

立会・対話車検

土・日・祝日も
営業 !!

本社：吉野川市川島町三ツ島字長塚 365-1
　　　TEL 0883-25-3408　FAX 0883-25-5510
徳島：徳島市津田海岸町 8-20 徳島木材団地（協）会館内
支店　TEL 088-679-8787

取扱い保険会社
●三井住友海上火災保険 (株)  ●三井住友海上あいおい生命 (株)
●オリックス生命保険(株)  ●メットライフ生命保険 (株)

アイル保険サービス 株式会社
本社：吉野川市川島町三ツ島字長塚 365-1
　　　TEL 0883-25-3408　FAX 0883-25-5510
徳島：徳島市津田海岸町 8-20 徳島木材団地（協）会館内
支店　TEL 088-679-8787

取
扱
い
保
険
会
社

●三井住友海上保険 (株 )  
●三井住友あいおい生命 (株 )
●オリックス生命保険 (株 )  
●メットライフ生命保険 (株 )
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TEL.088-696-5239・ FAX.088-696-3935

廃 車
高価買い取りいたします！

見積り
廃車手続き

無料
 本社・工場 
〒771-1402  徳島県阿波市吉野町西条東姥御前 211-2
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